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三学期終業式 校長講話より 

１年間の学びを全員修了「前後裁断」で新しい自分との出会いを！ 

今日で３学期が終わりになります。そして、明日は、卒業証書授与式です。令和 7 年

度登校日数が２０４日あった一年間が終わろうとしています。 

３学期の始業式で東小学校の校章についてお話をしました。東小学校の校章には、自

然豊かなふるさとのすばらしさ、そしてみなさんに「たくましく かしこく やさしく 

自ら学び続ける子」に育ってほしいという願いが表現されているということも話しまし

た。短い３学期でしたが、東小学校の校章にこめられた地域や保護者の方の願いを意識

ながら一年間のまとめをすることができたでしょうか。 

さて、今日は、校長先生が皆さんに言葉を一つ紹介しま

す。校長先生の紹介する言葉は、小学生の皆さんには、少

し難しいかと思いますが、時間をかけてどんな意味なのか

考え続けてもらえるとうれしいです。今日、紹介する言葉

は「前後裁断」です。前と後ろを裁断する、つまりしっか

りと切るということです。切るということは、別れるとい

うことです。ついつい怠けてしまう自分と別れてください。

友だちにいやなこと言ってしまう自分と別れてください。

友だちを許せない自分と別れてください。今までの自分と

別れて新しい自分をつくっていくのです。あの時は、よか

ったなあ、あの友だちはよかったなあ、あの先生はよかっ

たなあ、小学校の頃はよかったなあ、と前のことばかりを

振り返っている人がいます。そういう人は、「前後裁断」が

できていない人、しっかりと前と後ろが切れていない人、

別れができていない人なのだと思います。明日は卒業式。

仲間と別れる。先生と別れる。教室と別れる。６年生は、

小学校と別れる。そして、是非、今までの自分としっかり

別れてほしいと思います。しっかりと別れることができれ

ば、４月にまたいい出会いができるのです。新しい仲間と

出会える。新しい先生に出会える。新しい環境、中学校に

出会えるのです。そして、何よりも新しい自分と出会える

のです。 

明日の卒業式は、大事な節目の日です。卒業式は、6 年生

のためにだけあるのではないのです。前にもお話したよう

に、竹の節は大切です。人にも節が必要です。明日の卒業

式、皆さん一人ひとりが「前後裁断」の日にしてほしいと

思います。言い換えれば、節づくりの日にしてほしいと思

います。 

これで私の話は終わります。 
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今年度３月３日に予定していた６年生を送る会

は、インフルエンザ等の感染症の流行に伴い、学級

閉鎖のクラスもあったことから、残念ながら実施を

見合わせることとなりました。そこで、各学年の発

表をビデオに撮影し、後日、全校で視聴する形で行

いました。直接集まって行うことはできませんでし

たが、画面を通してそれぞれの思いが伝わる時間と

なりました。また、会に向けた準備は５年生が中心となって進めてくれました。６年生

への感謝の気持ちやこれまでの思い出を大切にしながら、心を込めて取り組む姿が見ら

れました。みんなで一堂に会することはできませんでしたが、互いを思う気持ちが通い

合う、温かい時間となりました。 

 

 

～校長先生のお話～ 
 

全校の皆さん、ここに鏡があります。今日は卒業を控えた 6 年生に、そしてそれを見守る１

～５年生の皆さんに『3 つの鏡』の話をします。 

1 つ目は「自分の目」という鏡です。「自分は頑張ったかな？」と自分を見つめる鏡です。6

年生の皆さんは、この 1 年で自分に誇れることがたくさん増えたはずです。 

2 つ目は「周りの人」という鏡です。友達や先生から『ありがとう』『すごいね』と言われた時、

皆さんの姿は相手の目に輝いて映っています。 

3 つ目は「下級生の心」という鏡です。この鏡が今日、校長先生が一番伝えたい鏡です。皆

さんが下級生に見せてくれた『やさしさ』は、下級生の心の中にそのまま映し出されています。

校長先生は、次のような 6 年生の姿を何度も見かけました。一年生と手をつなぎ、一年生の

歩幅に合わせてゆっくり歩いていた姿、東小学校の伝統のカッパ隊では 1，2 年生の雨カッ

パについた雨滴をふき取り丁寧に畳んでいる姿、休み時間に優しく声をかけていた姿、児童

会やアプリコットタイムの時間に丁寧に教える姿など。あの時、皆さんの優しい手や言葉、し

ぐさは、「下級生の心」という鏡に『かっこいい、優しいお兄さん・お姉さん』として、くっきり

と映っていました。 

6 年生の皆さん。皆さんがこの学校に残してくれた一番の宝物は、「下級生の心」に映って

いるその『やさしさ』です。皆さんが卒業しても、下級生はその鏡に映った皆さんの姿をお手

本にして、また次の下級生に優しくしていくでしょう。皆さんの優しさの種は、こうしてこの学

校に引き継がれていきます。自信を持って、中学校へ羽ばたいてください。 

今日は、これまでお世話になった６年生への感謝と卒業へのお祝いの気持ちがこもった大

変心温まる素晴らしい会になりました。全校のみなさんの協力があったからだと思います。

全校のみなさん、素敵な会をありがとうございました。 

   


